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 近年、高齢者を対象として多くのワクチンが承認され、その一部について、予防接種法

に基づく定期接種が開始されました。今後も、定期接種の対象とするワクチンの選定や、

定期接種の対象年齢について、各ワクチンで詳細な検討がなされるものと思われます。 

 

厚生科学審議会におかれましては、臨床研究に基づく各ワクチンの有効性と、各疾患に

関わる直接的な Quality of life(QOL)の低下をもとにした ICER や急性期の治療費をもとに

した費用対効果を詳細に解析いただいています。各ワクチンの臨床試験は、発症や入院

（重症化）に対する予防効果をアウトカムとして実施されていますので、ファクトシート

として急性期の疾病負担のみを考慮する分析が確かに施策決定の基盤になると考えます。 

しかし、市中肺炎に関する本邦での観察研究において、肺炎が治癒したのちも、病前と

比較して 0.13 の QALY の低下が１年間持続しました 1)。これは、急性期の一過性の QALY

の低下を大きく上回る疾病負担であります。また、海外の観察研究において、入院を要す

る市中肺炎後、セルフケアに障害が残る者が、非肺炎群より２割近く多いと報告されてい

ます 2)。このような機能低下を起こした者では、再入院率が高いことも報告されており 3)、

介護や医療に関わるさらなる費用負担が発生しています。 

急性疾患を契機に QOL や Activities of daily living（ADL） が低下し、しばしば長期に

回復しないことは高齢者の重要な特性であり、肺炎のみならず、インフルエンザや

COVID-19 においても確認されています 4, 5)。持続するＱＯＬ低下、ＡＤＬ低下に対するワ

クチンの予防効果を直接評価した研究はないものの、契機となる急性呼吸器感染症を予防

することで、その多くを予防できると推定することは十分に妥当と考えます。 



 

肺炎球菌性肺炎は、市中肺炎の 20.0％を占めると報告されています 6)。近年承認された

結合型肺炎球菌ワクチン（PCV20 あるいは PCV21）は、幅広い血清型をカバーし、かつ

侵襲性肺炎球菌感染症のみならず菌血症を伴わない肺炎の予防にも有効であることが確認

されています。高齢者において、これらのワクチンの QALY に対する効果や費用対効果は、

従来の方法から推定される直接的な効果を大きく上回る可能性があることを、ワクチン施

策の決定において是非ご考慮いただきたく意見申し上げます。 
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